職務経歴書
令和●●年●月●日

氏名　　　　　　　　

【応募職種】
保育士　

【経歴要約】
　〇〇専門学校を卒業後、社会福祉法人〇〇に入社。〇〇保育園にて3歳児クラスの担任として2年間勤務いたしました。現在は社会福祉法人〇〇　〇〇保育園にて約3年間勤務しており、入社時に1歳児クラスの担任をさせていただき、そのまま持ち上がりで現在は3歳児クラスの担任を務めております。主に日々の保育計画や書類業務。他に月ごとの壁面製作や園だよりなどの作成などに携わってまいりました。
　これまでの経験を活かし、子ども一人ひとりと丁寧に向き合い、個性を尊重し、得意を伸ばせる保育が出来ればと考えております。

【職務経歴詳細】

＜法人名＞　　
社会福祉法人〇〇　〇〇保育園（定員90名、従業員数23名）

＜在籍期間＞　
平成●年●月　～　平成●年●月

＜職務内容・実績＞
平成●●年●月～平成●●年●月　3歳時クラス：担任
3歳児クラスの主担任として勤務。日々の保育や計画、書類業務。毎月の壁面製作と園だよりの作成を担当
いたしました。運動会や発表会などの行事の際には、主担任として、内容の計画や衣装、小物などの準
備を行いました。また在籍中にはクラス運営を円滑に行えるように他の先生方との積極的な意見交換を
心がけました。

＜法人名＞　　
　社会福祉法人〇〇　〇〇保育園（定員60名、 従業員数20名）

＜在籍期間＞　
令和●年●月　～　令和●年　現在

＜職務内容・実績＞
　令和●年●月　～　令和●年　1歳児クラス：担任
　令和●年●月　～　令和●年　2歳児クラス：担任
　令和●年●月　～　現在　  　3歳児クラス：担任

入社時より1歳児クラスの主担任として勤務しました。その後、クラスの持ち上がりで2歳児、3歳児と経験させていただきました。主な職務内容に関しては前職と同様ですが、同じクラスを3年間担当させていただいておりますので、より子どもの個性や発達の段階に合わせた関わりや保育を意識して日々取り組んでおります。
また職員間の連携は勿論のこと、保護者様との関係性の構築や連携に力を入れており、家庭での様子なども
共有いただき、子どもの変化を見逃さないよう心掛けております。

【免許・資格・表彰】
平成●年●月  普通自動車第一種免許
平成●年●月　保育士資格
平成●年●月　幼稚園教諭2種免許
　
【受講研修など】
令和●年●月　キャリアアップ研修に参加 ・履修

【自己PR】
◆製作が得意
　私は製作が得意なので、子どもたちと一緒に季節や行事の製作物を楽しみながら作ってきました。
絵を描くだけではなく、色々な素材を使って立体的に作って飾ったり、遊びに使ったりして楽しむ活動を得
意としてきました。
　運動会の入退場門やプラネタリウムなど、段ボールを使った大きな作品は、子どもたち同士でも協力しながら少しずつ作り、完成時にはみんなで達成感を味わえたと思います。
また、お店屋さんごっこでは、色々な商品を本物に似せて作り、年下の子どもたちに売って遊んだりしま
した。
　貴園でもさまざまな行事があると思いますが、子どもたちと一緒にいろいろな発想をしながら、楽しい製作活動をしていきたいと思います


◆子どもの気持ちを大切にする
　私が保育をする上でもっとも大切にしているのは「相手の気持ちを一番に考えること」です。
　なぜなら今までの経験上、子どもたちの気持ちに寄り添い確かな信頼関係を構築することで、一人ひとりの個性を伸ばすことができると実感したからです。
　また、相手の気持ちを考えることは人間関係を円滑にするためにも必要であり、それはどんなに幼くても必ず身につけられるものだと考えます。
　子どもたちは日常的に友達とけんかをします。子ども同士がぶつかり合ったとき、私は必ず「相手の気持ちを考えよう」「自分がされたらどう感じるか」ということを伝えて、真剣に向き合ってきました。多少時間がかかったとしても、子どもたちは必ず理解してくれます。
　人の痛みを知ることで優しくなれるということを、子どもたちは成長過程で学んでいきます。その手助けをする保育の仕事は、私にとってやりがいと充実感をもたらし続けてくれました。


◆今後について
　前職での経験を活かし、諸先輩方にご指導頂きながら、子どもたちが自分らしくのびのびと成長出来るよ
うに日々の保育に取り組んで参りたいと考えております。
　どのようにしたら、子どもたちの個性を伸ばしてあげることが出来るのか。関わり方は勿論のこと、安心
して過ごせる環境や、自分のやりたいことに集中して取り組めるような環境作り。また時代に合わせて新し
いことなども保育に導入していければと思います。
　また子どもたちだけではなく、より質の高い保育を行うためにも、私自身も日々研鑽をし、スキルアップ
や知識を沢山増やしながら成長していければと思います。
